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第１ 市政一般に対する質問

○稲 田議 長 そ れで は 、日程 第１ 、市 政一般 に対 する質 問を 行い

ます。

本 日は 、昨日 に引 き 続き、 会派 によ る代表 質問 を行っ てい ただ

きます。

公明党議員団、徳田議員。

○徳 田議 員（登 壇） 皆様、 おは よう ござい ます 。公明 党の 徳田

博文です。

本 年１ 月１日 、石 川 県能登 地方 を震 源とし て、 最大震 度７ 、マ

グニ チュ ード 7.６ と い う 極 め て 強 い 地 震 が 発 生 し 、 ２４ １名 の貴

い命 が失 われ、 1,２ ０ ０ 名 近 い 方 々 が 負 傷 さ れ ま し た 。 また 、住

宅等 の崩 壊や火 災に よ る消失 、停 電や 断水等 によ って発 災か らお

よそ ２か 月近く とな る 今も多 くの 方々 が厳し い環 境の中 、避 難生

活を強いられています。

ま ずは 犠牲に なら れ た方々 に心 から お悔や み申 し上げ ると とも

に、 被災 地の皆 様に お 見舞い を申 し上 げます 。一 日も早 い復 旧・

復興をお祈りします。

令 和６ 年米子 市議 会 ３月定 例会 に当 たり、 公明 党議員 団を 代表

し、 市政 全般に わた り 生活者 の目 線か ら質問 、提 案をさ せて いた

だき ます 。伊木 市長 は じめ当 局の 皆様 の明快 な御 答弁を お願 いし

ます。

まず初めに、市長の政治姿勢について伺います。

初 めに 、伊木 市長 の ２期目 の総 括に ついて 伺い ます。 市長 は、

本格 的な 人口減 少、 少 子高齢 社会 を迎 える中 、歴 史や文 化、 豊か



な自 然に 恵まれ た本 市 の魅力 をさ らに 磨くと とも に、安 全で 安心

して 暮ら し続け るこ と ができ る都 市機 能を確 保し 、選ば れる 都市

を目 指す ために ７つ の 政策の 柱か ら成 る住ん で楽 しいま ちづ くり

に引 き続 き取り 組ん で いくと 公約 され ました 。残 りの任 期が 約１

年と なり ました 。２ 期 目後半 の市 政運 営で米 子市 の魅力 であ る歴

史や 文化 、豊か な自 然 をどの よう に輝 かせる こと ができ たの か、

市長 の目 指す選 ばれ る 都市は 具体 的に どこま で実 現でき たの か、

また 残さ れてい る課 題 をどの よう に捉 えてい るの か、お 聞か せく

ださい。

次 に、 住宅・ 建築 物 の耐震 化と 耐震 改修工 事の 促進に つい て伺

います。

元 旦に 発生し た能 登 半島地 震で は、 地震の 規模 もさる こと なが

ら多 くの 住宅の 倒壊 に 圧倒さ れま した 。本市 は、 従前よ り米 子市

震災 に強 いまち づく り を目指 し、 住宅 、建築 物の 耐震化 を支 援し

てき まし たが、 対象 と なる住 宅等 の耐 震改修 工事 及び除 却は どこ

まで 推進 できて いる の か伺い ます 。ま た、災 害か ら市民 の生 命、

財産 を守 るため 今後 ど のよう に耐 震改 修工事 等の 促進を 図っ てい

くのか、具体的な目標とその対策について伺います。

次 に、 「よな ご わ たしの 避難 ノー ト」を 活用 した防 災意 識の

向上について伺います。

「 よな ご わ たし の 避難ノ ート 」は 、自分 の命 を守り 、周 囲の

人と 助け 合うこ と、 備 蓄品な どの 備え や啓発 が具 体的に まと めて

あり ます 。自分 に合 っ た避難 行動 を考 え、地 域で の防災 学習 にも

役立 つこ とから 、今 後 どのよ うな 具体 的活用 して いくの か伺 いま

す。



次 に、 女性を はじ め 人権尊 重の 視点 からの 防災 対策に つい て伺

います。

女 性の 感性と 女性 だ から気 づく 視点 やニー ズへ の配慮 を生 かす

こと がで きるこ とか ら 、防災 や復 興の 方針を 決定 する過 程に おい

て女 性の 参画は 重要 で す。と りわ け災 害時の 性暴 力、Ｄ Ｖ防 止の

視点 にお いて女 性の 意 見が相 当に 反映 される こと が大切 と考 えま

す。 それ 以外に も人 権 尊重の 視点 から 様々な 配慮 が必要 な方 の意

見を 反映 させる 防災 対 策が必 要と 考え ますが 、御 所見を 伺い ます。

次に、災害時の多様な情報伝達について伺います。

災 害時 、緊急 時は 、 複数の 情報 伝達 手段に より 全ての 人が 確実

に情 報取 得でき るよ う 体制整 備の 強化 が重要 だと 考えま す。 多様

な情報伝達の確立が必要だと考えますが、御所見を伺います。

次に、避難状況の把握と対応について伺います。

本 年元 旦に起 こっ た 能登半 島地 震に おいて 、屋 内・屋 外の 指定

避難 所で 対応し 切れ な い多く の被 災者 が指定 避難 所以外 の場 所で

避難 生活 をせざ るを 得 ない状 況に つい て様々 な報 道がな され まし

た。 指定 避難所 、緊 急 指定避 難場 所に 避難し た人 、また それ 以外

の自 ら選 択した 場所 に 避難し た人 々や 損壊し た自 宅など で避 難生

活を 送る 方々の 把握 に ついて 伺い ます 。また 、こ のよう に指 定場

所以 外に 避難し た方 々 のニー ズの 把握 等支援 策に ついて 本市 の現

状と課題認識を伺います。

次に、避難所の開設・運営訓練について伺います。

災 害時 の避難 生活 で は、感 染症 対策 、災害 関連 死の防 止、 犯罪

やト ラブ ル防止 など 日 常生活 のき め細 かい対 応が 重要と なり ます。

持続 可能 な避難 所の 運 営には 地域 住民 の力が 不可 欠です が、 避難



所の 開設 ・運営 は担 当 職員の みが 行う のでは なく 、初動 段階 から

地域 住民 との協 働体 制 を確立 して おく 必要が あり ます。 その ため

の全 市的 かつ計 画的 な 避難所 開設 ・運 営訓練 の実 施につ いて 御所

見を伺います。

次に、交通弱者への支援策について伺います。

高 齢者 や障が い者 等 の交通 弱者 と言 われる 方た ちは、 駅や バス

停へ の移 動も困 難な ケ ースが 多く 、移 動手段 の確 保は喫 緊の 課題

です 。交 通弱者 が増 え てきて いる 中で 、駅や バス 停を中 心に 乗換

えを 前提 とする のは 健 常者の 考え 方で ありま す。 もはや 検討 段階

では なく 、多様 な移 動 ニーズ に丁 寧に 対応す るた めの具 体的 な支

援策について伺います。

次に、淀江振興について伺います。

淀 江地 域には 国史 跡 を含む 淀江 平野 の遺跡 群を はじめ とし た史

跡な どの 歴史的 ・文 化 的な地 域資 源が ありま す。 また、 淀江 と大

山の 豊か な自然 等を 生 かした 観光 資源 や白鳳 の里 、淀江 ゆめ 温泉

があ り、 米子が 誇る 名 水とし ての 地域 資源は 天の 真名井 、本 宮の

泉と 三輪 山の清 水が あ ります 。歴 史、 観光、 食に ついて の戦 略的

な観 光の 仕掛け づく り やスポ ーツ 誘致 として の可 能性、 将来 性に

ついて今後の本市の考えを伺います。

次に、地域と学校、協働での防災訓練について伺います。

今 回の 能登半 島地 震 の教訓 から 、学 校での 防災 訓練は 、こ れま

で行 って きた児 童生 徒 が修業 中で の発 災を想 定し たもの では なく、

保護 者、 地域住 民と 学 校が連 携し て取 り組ん でい くこと が重 要だ

と感 じま した。 地域 と 学校が 一体 とな った体 験型 防災訓 練を 全市

的に実施する必要性を強く感じますが、御所見を伺います。



次に、家庭系ごみの適正排出について伺います。

本 年４ 月から 家庭 系 ごみの 収集 につ いて資 源物 収集回 数の 一部

変更 を実 施する こと と なりま した が、 その理 由と 具体的 な変 更点

につ いて 伺いま す。 ま た、家 庭系 ごみ の排出 につ いては 、適 正排

出に つい てのさ らな る 啓発が 必要 と感 じます が、 御所見 を伺 いま

す。

次に、ごみステーション収集の課題について伺います。

ご みス テーシ ョン で の収集 につ いて は、地 域の 住環境 の変 化に

よる 維持 管理の 体制 、 高齢化 や身 体状 況等に よる 家庭系 ごみ の排

出困 難事 例など 、現 在 のステ ーシ ョン 収集に つい ては個 別課 題が

山積 して います 。こ の ような 現状 につ いて、 本市 の具体 的対 策や

支援について伺います。

次 に、 カーボ ンニ ュ ートラ ルの 実現 に向け た取 組につ いて 伺い

ます。

本 市は 、環境 省か ら 脱炭素 先行 地域 に選定 され 、ゼロ カー ボン

シテ ィの 早期実 現に 取 り組ん でい ます 。ゼロ カー ボンシ ティ よな

ごア クシ ョンプ ラン の 削減目 標に 向け 、道路 照明 を含め た公 共施

設等 のＬ ＥＤ化 や省 エ ネルギ ー化 の推 進につ いて 今後ど のよ うに

取組 をし ていく のか 、 また市 民、 事業 者、行 政が 一体と なり 協働

して カー ボンニ ュー ト ラルの 実現 を目 指すた めの 本市の 具体 的な

取組を伺います。

次に、ヌカカ対策について伺います。

ヌ カカ 対策事 業は 、 これま での モデ ル事業 の検 証を基 にモ デル

地区 であ る彦名 地区 か らエリ アを 拡大 して取 り組 んでい ます 。し

かし 、ヌ カカ発 生エ リ アが広 域化 して いると の市 民から の声 もあ



るこ とか ら、今 後は 発 生状況 を踏 まえ た柔軟 な対 策を図 るこ とが

重要と考えますが、御所見を伺います。

次に、荒廃農地の発生防止について伺います。

い まだ 多くの 荒廃 農 地が解 消さ れて いない 状況 に加え 、農 業従

事者 の高 齢化に 伴う 荒 廃農地 の増 加が 懸念さ れま す。そ もそ も農

業に 従事 する就 農者 数 を増や す仕 組み づくり こそ 大切で す。 本市

にお ける 新たな 担い 手 の確保 と農 地集 積への 働き かけな ど荒 廃農

地の発生防止への施策について伺います。

次に、管理不全空き家・空き地について伺います。

管 理不 全な空 き家 ・ 空き地 が存 在す ると、 安全 面、衛 生面 、防

犯上 の様 々な問 題が 生 じます 。ま た、 ごみの 不法 投棄や 野良 動物

のす みか となる こと が あるた め、 衛生 問題を 引き 起こし ます 。本

市は 、安 全面、 衛生 面 の対策 の実 施体 制が複 数部 課に分 かれ てい

るこ とか ら、細 かな ニ ーズに 対応 する ための 一本 化につ いて 伺い

ます 。ま た、管 理不 全 空き家 ・空 き地 を発生 させ ないた めの 具体

的取組について伺います。

次に、雨水管理総合計画について伺います。

現 在本 市では 、大 雨 等によ る浸 水被 害の低 減を 目的と して 雨水

管理 総合 計画の 策定 を 進めて いま す。 この計 画で は、下 水道 事業

や幹 線事 業等を 活用 し た雨水 対策 を計 画的・ 効率 的に進 める ため

に本 市全 域を対 象と し た全体 方針 や重 点対策 地区 の決定 等の 対策

方針 等が 検討さ れて い ます。 近年 の気 候変動 によ る大雨 被害 は激

甚化 して いるた め、 市 民の安 全・ 安心 の観点 から 計画に とら われ

ずに 本市 全域の 対策 の 前倒し は必 要と 考えま すが 、その 対策 につ

いて伺います。



次 に、 下水道 事業 を はじめ とす る生 活排水 対策 につい て伺 いま

す。

本 市は 下水道 事業 経 営戦略 を策 定し 、汚水 処理 施設の 令和 ８年

度末 まで の１０ 年概 成 を推進 して きま したが 、今 後の本 市の 方向

性について伺います。

次に、総合相談支援センターえしこにについて伺います。

ふ れあ いの里 に開 設 した総 合相 談支 援セン ター えしこ にに つい

ては 、２ か所目 以降 の 開設と 全市 展開 してい くた め、ま た総 合相

談支 援体 制をよ り具 現 化する ため の方 針をま とめ られま した 。公

民館 を拠 点とし た地 域 共生の まち づく りの視 点も 含めた 本市 の地

域共 生社 会と総 合相 談 支援セ ンタ ーの 在り方 をど のよう に描 かれ

たの か伺 います 。ま た 、それ を実 現す るため の次 年度以 降の 体制

と取組についても伺います。

次に、重層的支援体制の整備と人材育成について伺います。

総 合相 談支援 セン タ ーえし こに は、 重層的 支援 体制整 備事 業を

実施 する 中心的 な機 関 として 事業 展開 してき まし た。事 業の 取組

の評 価を 伺いま す。 ま た、専 門職 のス キルア ップ と地域 人材 の育

成を目指した取組について評価と今後の課題を伺います。

次に、認知症施策について伺います。

２ ０２ ５年に は７ ０ ０万人 、高 齢者 の５人 に１ 人に達 する と言

われ る認 知症の 人の 増 加を背 景と した 認知症 基本 法が本 年１ 月１

日に 施行 されま した 。 認知症 に関 する 計画策 定が 市町村 の努 力義

務と なっ ていま す。 高 齢者福 祉社 会、 介護保 険事 業計画 との 関連

性を 意識 し、身 体的 な 衰えの 対応 や移 動支援 や買 物支援 など を含

め一 体的 検討を 行い 、 計画策 定に 向か うべき だと 考えま す。 御所



見を 伺い ます。 また 、 今後、 本市 の認 知症に 関す る具体 的支 援策

をどのように進めるのか伺います。

次 に、 独居高 齢者 等 の「お ひと りさ ま」へ の終 活支援 につ いて

伺います。

本 市に おいて も今 後 、独居 高齢 者等 のおひ とり さまは 確実 に増

加す ると 予測さ れて い ます。 親族 と疎 遠にな って 支援が 受け られ

ない 方や 長期の ひき こ もり、 精神 疾患 、障が い等 での８ ０５ ０問

題の 当事 者と家 族な ど の終活 支援 につ いて本 市が 積極的 に新 たな

支援体制を構築すべきであると感じますが、御所見を伺います。

次に、健康マイレージ事業の推進について伺います。

市 民に 積極的 に健 康 づくり に取 り組 んでも らう ことを 目的 とし

た健 康マ イレー ジ事 業 は多く の自 治体 で実施 され ていま すが 、本

市で は鳥 取県と 共同 実 施との 理由 で実 施して いま せん。 現在 自治

体の ＤＸ の推進 に伴 い マイナ ポー タル との連 携で 推進が 容易 にな

って くる ことか ら、 特 定健診 やが ん検 診の受 診な どやフ レイ ル予

防や 健康 づくり に関 す るイベ ント や講 座等に 参加 するこ とな どで

自治 体イ ンセン ティ ブ を生か し、 楽し みなが ら健 康づく りが でき

る本 市独 自の健 康マ イ レージ 事業 の取 組が必 要と 考えま すが 、御

所見を伺います。

次 に、 がん検 診・ 各 種健康 診断 の受 診率向 上に ついて 伺い ます。

自 覚症 状が出 る前 に 早期に 病気 やリ スクを 発見 し、治 療に つな

げる こと が健診 の目 的 であり 、が んは 早期発 見す れば９ ０％ は治

る病 気と 言われ てい ま す。が んや 糖尿 病など の成 人病に よる 長期

にか かる 医療費 の削 減 に資す るこ とか ら、健 診に よる早 期発 見、

早期 治療 の効果 の周 知 ・啓発 を一 段と 進める こと が喫緊 の課 題で



ある と考 えます 。本 市 のがん 検診 、各 種健康 診断 の受診 率向 上に

つい ての 目標値 を達 成 するた めの 本市 独自の 具体 的取組 につ いて

伺います。

次 に、 ＨＰＶ ワク チ ンの定 期接 種促 進と男 性へ の接種 助成 につ

いて伺います。

子 宮頸 がん予 防は 、 本市で も女 性へ の積極 的勧 奨や啓 発に 努め

てい ます 。しか し、 女 性だけ が接 種す るワク チン という イメ ージ

が強 く、 日本で は男 性 の接種 につ いて もまだ 広く 知られ てい ない

のが 現状 です。 男性 が かかる 病気 を防 ぐ効果 もあ り、性 別を 問わ

ずこ のワ クチン の有 効 性の一 層の 啓発 と本市 独自 で男性 への ＨＰ

Ｖワ クチ ンの接 種助 成 を実施 して はど うかと 考え ますが 、御 所見

を伺います。

次に、帯状疱疹ワクチンの接種助成について伺います。

帯 状疱 疹ワク チン 接 種は、 現在 国で の定期 接種 化につ いて 検討

中で すが 、内閣 府で は 帯状疱 疹ワ クチ ンの接 種に かかる 費用 負担

の軽 減に 臨時交 付金 を 活用す るこ とは 可能と の見 解が示 され てい

るこ とか ら、国 の定 期 接種化 の結 論に かかわ らず 本市独 自に 高齢

者へ のワ クチン 接種 助 成を実 施し ては どうか と考 えます が、 御所

見を伺います。

次に、聴覚検査と補聴器の購入補助について伺います。

加 齢に よる聴 力の 低 下は、 認知 症発 症要因 の一 つとも 言わ れて

いま す。 また、 話し 声 が聞こ えに くく なり、 会話 でコミ ュニ ケー

ショ ンが 取りづ らく な ること で抑 鬱や 閉じ籠 もり による フレ イル

状態 にも つなが ると 言 われ、 補聴 器を 装用す ると いう医 療的 介入

を行 い、 認知症 やヒ ア リング フレ イル の予防 を図 ること の重 要性



が指 摘さ れてい ます 。 本市の 健診 等で の聴力 検査 の取組 、専 門医

によ る診 断と補 聴器 購 入助成 、適 正な 補聴器 使用 のサポ ート 体制

について検討状況を伺います。

次 に、 とっと りリ ト ルベビ ーハ ンド ブック の啓 発・活 用に つい

て伺います。

と っと りリト ルベ ビ ーハン ドブ ック が県に おい て作成 され 、令

和５ 年１ 月以降 配付 さ れるよ うに なり ました 。小 さく生 まれ る子

ども が増 えてい る状 況 で十分 な情 報が なく、 不安 な思い をさ れて

いる 保護 者をサ ポー ト し、低 出生 体重 児の健 康や 成長を 見守 る重

要な 取組 ですが 、本 市 はどの よう な広 報と活 用を してい るの か伺

います。

次に、子育て家庭への支援充実について伺います。

昨 年、 児童福 祉法 等 の一部 改正 によ り、こ ども 家庭庁 は子 育て

世帯 に対 する包 括的 な 支援の ため の体 制強化 及び 事業の 充実 等を

打ち 出し 、子育 て家 庭 への支 援充 実に ついて は一 層の教 育と 福祉

の連 携が 求めら れて い ます。 本市 は、 国のこ ども 家庭庁 の設 置以

前に こど も総本 部を 設 置し、 福祉 と教 育が一 体と なって 切れ 目な

い支 援に 取り組 んで き ました が、 今後 さらに 強化 してい こう と考

えている支援策と新たな取組について伺います。

次に、ひきこもり・不登校の人の支援充実について伺います。

ひ きこ もり・ 不登 校 の人の 支援 充実 には家 族に 目を向 けた つな

がり づく り、信 頼関 係 構築が 重要 で、 伴走支 援、 重層的 支援 が持

続で きる 体制の 構築 が 急がれ ます 。同 時に、 当事 者や家 族の 様々

なニ ーズ に対応 でき る 受け止 める 場所 や小さ な体 験を積 み重 ねて

いけ る場 所など 多種 多 様な方 々と つな がり、 協力 を得な がら 社会



とつ なが る様々 な支 援 メニュ ーを 充実 させて いく ことが 必要 だと

考えます。本市の現状と課題について伺います。

次に、ヤングケアラー等への支援について伺います。

ヤ ング ケアラ ーや き ょうだ い児 は、 家庭内 のデ リケー トな 問題

であ るこ とや本 人や 家 族に自 覚が ない といっ た理 由から 支援 が必

要で あっ ても表 面化 し にくい 構造 とな ってい ます 。今後 、本 市と

して どの ような 体制 の 下でヤ ング ケア ラー等 を把 握し、 支援 策を

講じていくのか伺います。

次に、特別教室等のエアコン設置について伺います。

近 年、 激しい 気候 変 動の中 で熱 中症 等の対 策と 災害時 の避 難所

等の 防災 機能の 対策 と して、 特別 教室 と学校 室内 運動場 への エア

コン の設 置の推 進は 喫 緊の課 題で す。 特に特 別教 室は教 室に なじ

めな い児 童生徒 にと っ ての居 場所 にも なるこ とか ら、早 急な 設置

を検討することが重要と考えますが、御所見を伺います。

次に、通学路を含めた道路の安全対策について伺います。

市 内の 通学路 は、 道 路事情 の変 化や 児童生 徒の 住所変 更な どに

よる 毎年 度の見 直し や 降雨、 積雪 時や 夜間等 の時 間帯に おけ る通

学路 の状 況の変 化な ど で新た な危 険箇 所が発 生す ること から 、通

学路 を含 めた道 路の 安 全点検 の実 施が 必要と 考え ますが 、御 所見

を伺 いま す。ま た、 地 震など での リス クを考 えた 通学路 の安 全点

検について伺います。

次に、学校部活動の地域移行について伺います。

文 化庁 、スポ ーツ 庁 は、地 域の 子ど もは学 校を 含めた 地域 で育

てる との 考えの 下、 学 校部活 動の 地域 移行や 地域 クラブ 活動 への

移行 に向 けた環 境整 備 につい て令 和５ 年度か ら令 和７年 度ま での



３年 間を 改革推 進期 間 として 早期 実現 を目指 すこ ととし てい ます。

学校 部活 動の地 域移 行 につい て、 本市 の方針 と取 組内容 及び 進捗

状況を伺います。

次に、コミュニティ・スクールについて伺います。

昨 年１ ２月、 全国 コ ミュニ ティ ・ス クール 研修 大会ｂ ｙ鳥 取県

南部 町が 米子コ ンベ ン ション セン ター を主会 場に 開催さ れま した。

様々 な示 唆に富 んだ 話 題があ り、 本市 にとっ ての 課題が 見え てき

たと 思い ます。 本市 の コミュ ニテ ィ・ スクー ルの 課題と 取組 状況

について伺います。

次 に、 市公共 施設 の 全ての トイ レへ のサニ タリ ーボッ クス 設置

について伺います。

昨 今は 、高齢 、前 立 腺や膀 胱の がん の後遺 症等 により 男性 もお

むつ や尿 取りパ ッド な どの使 用が 増加 してお りま す。男 女を 問わ

ずト イレ のサニ タリ ー ボック スの 設置 は必要 不可 欠と感 じる こと

から 市公 共施設 の全 て のトイ レへ の設 置を図 るべ きと考 えま すが、

御所見を伺います。

次に、ファミリーシップ制度の取組について伺います。

昨 年１ ０月１ 日か ら 県にお いて 、と っとり 安心 ファミ リー シッ

プ制 度が 実施さ れま し た。一 人一 人が 性の多 様性 を尊重 し、 みん

なが 安心 して自 分ら し く暮ら せる 社会 を実現 する ため、 県は 市町

村等 と連 携しな がら サ ービス 提供 を行 うこと とし ていま す。 本市

にお ける この制 度に よ り利用 しや すく なる行 政サ ービス の内 容と

本市の啓発や周知の具体的な取組について伺います。

次に、女性や子どもの生理の貧困の対策について伺います。

新 型コ ロナウ イル ス の感染 拡大 によ り顕在 化し た生理 の貧 困は、



子ど もの 貧困問 題と も 深いつ なが りが あり、 社会 全体で 取り 組む

必要 のあ る課題 です 。 本市に おい ても 公明党 から の要望 で生 理の

貧困 対策 を実施 しま し たが、 一時 的な 実施で 、継 続でき てい ない

こと は残 念です 。生 理 の貧困 が女 性の 心身の 健康 等に及 ぼす 影響

は大 きく 、女性 への 健 康支援 の観 点か らも今 後も 継続実 施す る施

策を必要と考えますが、御所見を伺います。

以 上で 私の壇 上か ら の質問 は終 わり ますが 、御 答弁に より まし

て再度質問をさせていただきます。

○稲田議長 伊木市長。

○伊 木市 長（登 壇） 公明党 の徳 田議 員から の代 表質問 に対 しま

して 、私 が所管 して い る部分 につ きま して答 弁を させて いた だき

ます。

最 初に 、私の 市政 運 営につ いて 幾つ か御質 問を いただ きま した。

まず 米子 の歴史 や文 化 、豊か な自 然を どのよ うに 輝かせ たの か、

本市の魅力度向上についての御質問でございます。

就 任当 初より シテ ィ プロモ ーシ ョン に力を 入れ てきて おり まし

て、 米子 が誇る 歴史 や 文化に つい て様 々な媒 体を 通じて 情報 発信

をし てま いりま した 。 例えば 一例 を挙 げます と、 米子城 跡に つき

まし ては 、その 整備 を 進めま すと とも に、そ の歴 史的な 魅力 だけ

でな く、 絶景を ＰＲ し て山そ のも のの 魅力が 感じ られる よう な工

夫も して きまし たが 、 そうし た取 組を 重ねる こと によっ て、 徐々

にで はあ ります が、 市 の内外 に本 市の 魅力が 伝わ ってき たこ とを

実感してるところでございます。

次 に、 選ばれ る都 市 とはど のよ うな ものな のか 、また どの 程度

まで 実現 できた のか と いうお 尋ね でご ざいま すが 、まち の中 に楽



しい と思 える要 素が た くさん あっ て、 住んで 楽し いまち と思 って

もら える ことが 選ば れ る都市 の条 件で ござい まし て、こ れま での

取組 によ りそう した 都 市へ着 実に 前進 をして いる ものと 考え てお

ります。

ま た、 残され てい る 課題を どの よう に捉え てい るかと いう お尋

ねで ござ います が、 令 和２年 に策 定を いたし まし たまち づく りビ

ジョ ンに つきま して 令 和６年 度が 基本 計画の 最終 年度で あり ます

こと から 、この ビジ ョ ンに基 づい て実 施して きた 歩いて 楽し いま

ちづ くり や子ど も・ 子 育て施 策の 充実 、フレ イル 対策な どし っか

りと 総括 し、検 証し て いくこ とが 必要 なこと だと 考えて おり ます。

続 きま して、 住宅 ・ 建築物 の耐 震化 と耐震 改修 工事の 促進 につ

いて のお 尋ねで ござ い ます。 最初 に、 耐震改 修工 事と除 却の 推進

につ いて ですが 、住 宅 ・土地 統計 調査 に基づ きま す米子 市耐 震改

修促 進計 画にお きま し て令和 ２年 度時 点にお ける 住宅の 耐震 化率

は８７％に達していると推計をしております。

具 体的 な目標 につ い てです けれ ども 、米子 市耐 震改修 促進 計画

にお きま して令 和７ 年 度には 住宅 耐震 化率を ９４ ％まで 引き 上げ

る目 標を 掲げて おり ま す。ま た、 その 対策に つい てでご ざい ます

が、 耐震 設計や 耐震 改 修工事 の補 助金 の拡充 を予 定して おり ます。

また 、対 策の終 わっ て いない 住宅 の所 有者を 直接 訪問し て働 きか

けを 行う など耐 震改 修 工事の 促進 を図 ってま いり たいと 思い ます。

続 きま して、 「よ な ご わ たし の避 難ノー ト」 の今後 の活 用に

つい ての お尋ね でご ざ います 。「 よな ご わ たし の避難 ノー ト」

につ きま しては 、災 害 時の逃 げ遅 れゼ ロを目 指し て本市 の災 害リ

スク や災 害情報 の収 集 の仕方 など を分 かりや すく まとめ た冊 子で



ございます。

特 徴と いたし まし て は、こ れ自 体は 完成品 では ありま せん で、

それ を手 にした 人が 職 場や家 など 、あ るいは 御自 身のふ だん の居

場所 を基 準とい たし ま して、 御自 身の 立場で 災害 時にど のよ うな

避難 行動 が必要 にな る のかな どを 書き 込んで 完成 品にし てい くと

いうところに特徴がございます。

現 在地 域で開 催し て おりま す防 災講 座など の場 でこの ノー トを

活用 した 防災啓 発に 取 り組ん でお りま して、 好評 の声も いた だい

てお りま すので 、引 き 続きこ の避 難ノ ートを 用い ながら 市民 の防

災意識の向上につなげていきたいと考えております。

続 きま して、 女性 を はじめ とす る人 権尊重 の視 点から の防 災対

策上 の配 慮につ いて の お尋ね でご ざい ます。 現在 防災部 局と 福祉

部局 が一 緒にな りま し て障が い者 団体 と防災 に関 する意 見交 換を

行っ てお り、い ただ い た意見 を踏 まえ て訓練 や災 害への 備え の深

化を図っているところでございます。

ま た、 女性の 視点 を 取り入 れる ため に女性 職員 から備 蓄品 に関

して 意見 を聞く 場を 設 けて防 災備 品、 備蓄品 の充 実を図 ると とも

に、 女性 消防団 との 連 携も深 めて まい ります 。今 後もこ うし た意

見交 換や 連携を 通じ ま して防 災対 策上 の様々 な配 慮を進 めて まい

ります。

続 きま して、 災害 時 や緊急 時の 多様 な情報 伝達 につい ての お尋

ねで ござ います 。現 在 災害時 や緊 急時 に必要 な情 報が必 要な 方に

行き 届く よう、 防災 行 政無線 の放 送に 加えま して 、スマ ート フォ

ンや パソ コンな どの イ ンター ネッ ト情 報端末 のほ か、防 災ラ ジオ

や中 海テ レビ放 送な ど 様々な メデ ィア を活用 した 情報発 信を 行っ



てお りま す。引 き続 き 多様な 手段 を用 いて情 報伝 達に取 り組 みま

すと とも に、情 報発 信 ツール に関 する 情報収 集に 努め、 情報 発信

の充実を図ってまいります。

続 きま して、 避難 状 況の把 握方 法に ついて でご ざいま すが 、市

が開 設い たしま した 指 定避難 所に つき まして は、 発災当 初は 避難

所運 営要 員であ りま す 職員か らの 報告 により ます が、開 設か ら時

間が 経過 をして 避難 者 による 避難 所運 営に移 行し た場合 や地 域で

自主 的な 避難所 を開 設 された 場合 につ きまし ては 、自治 会や 自主

防災 組織 など地 域か ら の情報 提供 によ り把握 する ことを 想定 して

おります。

ま た、 独自に 避難 を されて 状況 把握 が難し い場 合にお きま して

は、 各種 の広報 手段 に よりま して 情報 提供の 呼び かけを 行う こと

を想定しております。

指 定の 避難場 所以 外 に避難 をし た方 々のニ ーズ の把握 と支 援策

につ いて でござ いま す が、過 去の 実例 といた しま して、 独自 に避

難所 を開 設され た自 治 会から の連 絡を 受けま して 避難者 の状 況把

握を行い、配給などの支援対応を行った例がございます。

指 定避 難所以 外に 避 難され た方 につ きまし ては 、主体 的に 情報

提供 をい ただく こと が 必要と 考え てお りまし てそ のこと を日 頃か

ら啓発していくことが重要と考えてございます。

ま た、 全市的 かつ 計 画的な 避難 所開 設と運 営の 訓練に つい てで

ござ いま すが、 避難 所 運営ゲ ーム ＨＵ Ｇを用 いた 運営シ ミュ レー

ショ ンの 活用で すと か 、昨年 度に は住 吉地区 で行 いまし た防 災訓

練と 避難 所開設 と運 営 の訓練 、こ れを 好事例 とい たしま して 、今

後の 訓練 におい て市 内 で横展 開で きる ように 取り 組んで まい りま



す。

続 きま して、 交通 弱 者への 支援 策に ついて でご ざいま すが 、公

共交 通の 利便性 向上 の ために は、 健常 者や、 ある いは現 役世 代を

含む 多く の人に とっ て 便利な 交通 手段 にする こと でその 維持 費を

捻出できるようにしていくことが必要でございます。

そ の上 で移動 困難 者 など交 通弱 者へ の対策 とい たしま して は、

福祉 政策 の視点 も含 め て総合 的に 取り 組む必 要が ありま して 、特

にド ア・ ツー・ ドア の 移動ニ ーズ に対 しまし ては 福祉有 償運 送な

ど既 存の 移動手 段や 制 度の活 用に つい て全国 の取 組事例 の調 査・

研究を行っているところでございます。

続 きま して、 淀江 振 興につ いて 今後 の振興 策に ついて のお 尋ね

でご ざい ます。 まず ス ポーツ の場 とし ての淀 江地 域にお きま して

は、 鳥取 うみな みロ ー ドのナ ショ ナル サイク ルル ートの 次期 指定

を目 指し た県の 動き と ともに 、サ イク ルカー ニバ ル ｉ ｎ ＹＯ

ＤＯ Ｅが 広域的 に行 わ れるな ど県 内外 から多 数の 来訪を 得ら れる

機会 があ ります こと か ら、地 元の 商工 会など と一 緒にな りま して

振興を図れるものと認識をしております。

ま た、 淀江に あり ま す史跡 や名 水な どの地 域資 源をよ り分 かり

やす く理 解を広 げて い くため に、 好評 を博し た「 やりす ぎ淀 江伝

説」 の続 編の発 行や 東 大人文 ・淀 江プ ロジェ クト の支援 など を通

じて 話題 づくり や認 知 度向上 に向 けて 取組を 進め てまい りた いと

思います。

続 きま して、 家庭 系 ごみに 関す るお 尋ねで ござ います 。最 初に、

家庭 系ご みの収 集運 搬 体制の 変更 につ いてで ござ います が、 資源

物に つき まして は、 近 年、ス ーパ ーマ ーケッ トな どで拠 点回 収が



進む など の理由 によ り まして 、ご みの 収集量 が減 少傾向 にあ りま

して 、収 集運搬 の効 率 化や経 費の 削減 を図る ため に今年 の４ 月か

ら収集回数など一部変更を行うこととしております。

具 体的 には家 庭か ら 排出さ れま す白 色発泡 スチ ロール トレ ーと

缶・ 瓶類 につき まし て は第５ 週の 収集 を取り やめ まして 、全 ての

月の 収集 回数を ２回 に 変更し ます ほか 、牛乳 パッ クは古 紙類 の収

集日 に、 また再 利用 瓶 は缶・ 瓶類 とし て収集 を行 うもの でご ざい

ます。

家 庭系 ごみの 適正 排 出につ いて でご ざいま すが 、市民 の皆 様の

御理 解と 御協力 が必 要 であり ます こと から周 知・ 啓発が 重要 であ

ると 認識 してお りま し て、ご み分 別収 集カレ ンダ ーです とか 、市

のホ ーム ページ 、ま た ユーチ ュー ブ「 よなご 環境 チャン ネル 」、

ごみ 資源 物分別 アプ リ さんあ ～る など 様々な 媒体 を利用 しま して

より一層の周知・啓発を図ってまいりたいと考えております。

続 きま して、 ごみ ス テーシ ョン での 収集に つい てのお 尋ね でご

ざい ます が、平 成２ １ 年に収 集時 間の 短縮や 収集 経費の 縮減 及び

収集 作業 員の負 担軽 減 の観点 から ごみ 置場ス テー ション 化実 行計

画を 策定 いたし まし て 、ごみ の集 積場 所の設 置や 維持管 理は 自治

会や 集合 住宅の 管理 者 などに 委ね て、 地域の 実情 に応じ た対 応を

していただいているところでございます。

そ れぞ れの集 積場 所 での個 別の お困 り事が ある 場合に つき まし

ては 、本 市クリ ーン 推 進課に 御連 絡を いただ きま して、 自治 会長

など と連 携をし なが ら 個々の 事情 に応 じた調 整を 行って いる とこ

ろでございます。

高 齢者 などご み出 し が困難 な方 に対 する支 援に つきま して は、



既存 の福 祉制度 活用 を 基本と しな がら 、福祉 保健 部局と 環境 部局

の連 携に よりま して 検 討会を 開催 して 協議を 行っ ており ます 。既

存の ごみ 出し支 援ツ ー ルの改 善の 活用 のほか 、既 存の福 祉サ ービ

スの 活用 に向け た環 境 整備の 実証 事業 などを 検討 してお りま して、

多角的な支援を図ってまいりたいと考えております。

次 に、 カーボ ンニ ュ ートラ ルの 実現 に向け た取 組につ いて です

が、 公共 施設の 照明 の ＬＥＤ 化や 省エ ネルギ ー化 の推進 につ いて

でございます。

本 市で は温室 効果 ガ スの排 出量 の削 減を目 的と しまし たゼ ロカ

ーボ ン米 子市役 所ア ク ション プラ ンを 作成し てお りまし て、 エネ

ルギ ー効 率の高 い設 備 の導入 によ り省 エネル ギー 化を推 進す るこ

とと して おりま す。 市 有施設 への ＬＥ Ｄ照明 の導 入につ きま して

は、 新た に施設 を設 置 する際 や現 在保 有して おり ます施 設設 備の

修繕 及び 大規模 改修 時 に行っ てい ると ころで ござ います が、 来年

度か らは ２か年 で順 次 市内の 小中 学校 の校舎 及び 体育館 にＬ ＥＤ

照明を導入する予定としております。

ま た、 カーボ ンニ ュ ートラ ルの 実現 を目指 すた めの本 市の 具体

的な 取組 につい てで ご ざいま すが 、令 和４年 ３月 に市民 と事 業者、

行政 など の協働 で脱 炭 素化を 推進 する 実行計 画で ありま すゼ ロカ

ーボ ンシ ティよ なご ア クショ ンプ ラン を策定 いた しまし て、 経済

と環 境の 好循環 及び 持 続可能 な社 会の 実現を 目指 して脱 炭素 先行

地域 づく り事業 とし て 官民連 携に より 公共施 設の 屋根や 敷地 、遊

休農 地へ の太陽 光発 電 設備の 設置 など の取組 を進 めてい ると ころ

でございます。

次 に、 ヌカカ 対策 に ついて 、発 生抑 制対策 事業 につい ての お尋



ねで ござ います 。本 事 業は、 これ まで の調査 研究 結果や アン ケー

トの 実施 により ます 被 害状況 調査 など を踏ま えた 上で、 令和 ４年

度か ら弓 浜地区 全域 と その隣 接地 区を 対象地 区と して本 格実 施を

しているところでございます。

ま た、 事業実 施に 当 たりま して は、 作業負 担の 軽減や 効率 化と

なる ドロ ーンの 活用 も 推奨し なが ら地 域住民 の皆 様の御 理解 と御

協力 の下 、引き 続き 生 活環境 の保 全と 健康被 害の 軽減に 資す るよ

う事業を推進してまいります。

次 に、 荒廃農 地の 発 生防止 策に つい てでご ざい ますが 、新 たな

担い 手の 確保と 農地 集 積への 働き かけ を行う ため に地域 農業 の核

とな る認 定農業 者や Ｊ Ａ鳥取 西部 、農 地中間 管理 機構や 鳥取 県な

どの 機関 が地域 の場 で 集まり 、１ ０年 後の地 域の 農業を どう すべ

きか 話し 合いな がら 地 域の実 情に 応じ た農業 の地 域計画 を策 定し

ていきます。

ま た、 耕作放 棄地 対 策につ きま して も地域 の場 におい て議 論を

深め、その対策を進めてまいりたいと思います。

次 に、 管理不 全空 き 家・空 き地 につ いてで ござ います が、 最初

に、所管の一本化についてのお尋ねでございます。

本 年４ 月から 空き 家 ・空き 地対 策室 を設置 いた しまし て、 窓口

を一 元化 いたし ます 。 一方、 空き 家・ 空き地 に関 する全 ての 関連

業務 を一 本化す るの は 困難で あり ます ので、 空き 家・空 き地 対策

室を 窓口 としつ つ、 関 連部署 との 情報 共有や 連携 に努め てま いり

たいと思います。

具 体的 取組に つい て でござ いま すが 、まず は空 き家・ 空き 地の

発生 抑制 の取組 が重 要 でござ いま して 、固定 資産 税の納 税通 知書



への 啓発 チラシ の同 封 ですと か、 公民 館講座 など を通じ まし て住

まいの終活の支援を行っていきたいと思っとります。

そ の上 で、空 き家 や 空き地 の所 有者 への意 識啓 発です とか 、空

き家 等管 理活用 支援 法 人の指 定な どに よりま して 空き家 ・空 き地

の利用促進と適切な管理に取り組んでまいります。

次 に、 雨水管 理総 合 計画に つい てで ござい ます が、計 画に とら

われ ない 浸水被 害対 策 の前倒 し実 施に ついて のお 尋ねで ござ いま

す。 大雨 による 浸水 被 害対策 につ きま しては 、現 在策定 中の 雨水

管理 総合 計画に 基づ き まして 、下 水道 のほか 河川 事業と の連 携に

よる 対策 を優先 度の 高 い区域 から スピ ード感 を持 って取 り組 んで

いく こと として おり ま す。全 市的 な対 策とし まし ては、 これ まで

も 浸 水 実 績 や 地 元 要 望 に 基 づ き ま し て 現 状 を 確 認 し な が ら ハ ー

ド・ ソフ トの両 面に お いて個 別的 に対 応して いる ところ でご ざい

まして、今後も緊急性を考慮しつつ柔軟に対応してまいります。

続 きま して、 下水 道 事業に おけ ます 汚水処 理施 設の１ ０年 概成

後の 方向 性につ いて で ござい ます 。１ ０年概 成後 につき まし ては、

管渠 の新 規整備 に対 す る国費 の重 点配 分が見 込め ないた めに 現在

の新 規整 備量を 維持 す ること が困 難で あるこ とや 合併処 理浄 化槽

の処 理能 力が公 共下 水 道の終 末処 理と 同等で ある ことな どか ら、

令和 ８年 度末ま でに 下 水道整 備が でき ない地 域に おきま して は合

併処 理浄 化槽の 普及 促 進を主 体と した 生活排 水対 策へ移 行す る方

針としております。

続 きま して、 総合 相 談支援 セン ター えしこ にに ついて のお 尋ね

でご ざい ます。 まず 地 域共生 社会 と総 合相談 支援 センタ ーの 在り

方に つい てでご ざい ま すが、 地域 共生 のまち づく りにつ きま して



は、 公民 館を拠 点と し まして 個別 の事 案を発 生、 深刻化 させ ない

ため の予 防的な 取組 や つなが りづ くり など共 生の 仕組み づく り支

援を行ってまいります。

ま た、 中学校 区を ベ ースと しま した チーム 編成 により ます 全市

的な 住民 主体の 活動 支 援と個 別課 題の 相談支 援を 行う総 合相 談支

援を一体となって推進していくことといたしました。

ま た、 令和６ 年度 以 降の体 制と 取組 につき まし ては、 えし こに

の総 合相 談支援 員や 地 域福祉 活動 支援 員を増 員す るなど して えし

こに を充 実させ ます と ともに 、地 区担 当保健 師や 地域活 動支 援員

とチ ーム を編成 して 支 援関係 機関 や民 生児童 委員 など様 々な 主体

と連 携を しなが ら相 談 支援や 地域 訪問 あるい は地 域課題 解決 のた

めの定期的な検討会を行うこととしております。

次 に、 重層的 支援 体 制の整 備と 人材 育成に つい てでご ざい ます

が、 まず 重層的 支援 体 制整備 事業 の取 組と評 価で ござい ます 。多

機関 と協 働する こと に よりま して 世代 や分野 を問 わない あら ゆる

生活や福祉の課題に対する相談を包括的に受け止め、これまで約 1,

０ ０ ０ 件 の 相 談 支 援 を 行 っ て お り ま し て、一 定の 成果は あっ たも

のと考えております。

ま た、 人材育 成の 取 組の評 価と 課題 につき まし ては、 専門 職や

一般 市民 を対象 とし ま した人 と地 域と つなが る研 修を実 施い たし

まし たほ か、地 域福 祉 活動の 担い 手と なって いた だくよ う後 押し

を行 うフ ォロー アッ プ 研修を 実施 して おりま して 、でき る範 囲で

力を 貸そ うとい う意 識 を持っ た地 域人 材の育 成が 着実に 図ら れて

いると考えております。

多 くの 方々に 研修 参 加を促 すた めに 仕組み や周 知方法 が課 題で



ある と考 えてお りま し て、地 域活 動者 を増や すた めの取 組に 引き

続き力を尽くしてまいります。

続 きま して、 認知 症 施策推 進計 画の 作成に つい てのお 尋ね でご

ざい ます 。今年 度末 に 策定を いた しま す第９ 期の 米子市 高齢 者保

健福 祉計 画と介 護保 険 事業計 画に 認知 症基本 法の 基本理 念を 踏ま

えた 総合 的な取 組に つ いて盛 り込 んで おりま すの で、現 時点 では

単独 の認 知症施 策推 進 計画を 作成 する ことは 考え ており ませ んが、

引き 続き 国など の動 向 を注視 しな がら 認知症 施策 を進め てま いり

たいと思います。

認 知症 に関す る具 体 的な支 援策 につ きまし ては 、認知 症基 本法

が示 しま す８つ の基 本 的施策 を踏 まえ まして 、新 しいテ キス トを

活用 した サポー ター 養 成講座 の開 催で すとか 、企 業など に対 する

啓発 、薬 局や公 共交 通 機関や 金融 機関 などと の情 報交換 や連 携強

化な どに 取り組 んで い くこと とし てお ります 。ま た、こ れら の支

援策 につ きまし ては 、 長寿社 会課 を中 心に部 内で 連携を 強化 し、

計画的に取り組んでまいります。

続 きま して、 独居 高 齢者な どの 終活 支援に 係る 支援体 制の 構築

につ いて でござ いま す 。これ につ きま しては 国の 動向な どを 注視

しな がら 他の自 治体 の 取組に つい て情 報収集 を行 い、行 政と して

の役 割を 整理し た上 で 行政と 地域 や民 間事業 者な どが連 携す る体

制の構築に取り組んでまいります。

続 きま して、 本市 独 自の健 康マ イレ ージ事 業の 取組に つい ての

お尋 ねで ござい ます 。 令和６ 年度 より ６５歳 以上 の方を 対象 とし

たフ レイ ル予防 に資 す る取組 に対 し健 康ポイ ント を付与 する こと

で自 発的 な、か つ継 続 的な健 康づ くり を促す こと として おり ます。



この 取組 への参 加状 況 や効果 を見 なが ら今後 、生 活習慣 病予 防の

対象 とも なる働 く世 代 への拡 大に つい ても考 えて いきた いと 思っ

とります。

続 きま して、 がん 検 診や各 種健 康診 断の受 診率 の向上 につ いて

でご ざい ます。 今年 度 これま で一 部の 対象者 に限 定して おり まし

た健 診受 診券を 全対 象 者へ送 付拡 大す るとと もに 、近年 未受 診で

あり まし た方に 対し ま して国 の奨 励い たしま す個 別勧奨 はが き、

これを送付いたしました。

加 えま して、 ９月 の 健康増 進普 及月 間に市 内の 商業施 設な どで

地域 の健 康づく り組 織 や関係 機関 と連 携をし 、が ん検診 や各 種健

康診断の受診勧奨を行うキャンペーンを実施いたしました。

令 和６ 年度に は市 民 の利便 性向 上の 観点か ら新 たにウ ェブ によ

るが ん検 診予約 シス テ ムを導 入し 、２ ４時間 予約 を行え るよ う受

診環境を整える予定でございます。

次 に、 ＨＰＶ ワク チ ンにつ いて でご ざいま すが 、まず 性別 を問

わないワクチンの有効性の啓発についてでございます。

鳥 取大 学医学 部附 属 病院と 共催 しま して市 民向 けの啓 発イ ベン

ト、 しき ゅうｃ ａｆ ｅ を今年 度に ４回 実施し たと ころで あり まし

て、今後も啓発に取り組んでまいりたいと思います。

ま た、 男性へ のＨ Ｐ Ｖワク チン 接種 助成の 実施 につき まし ては、

現在 本市 で公費 助成 を 行って おり ます ワクチ ンは 予防接 種法 で定

めら れた 定期予 防接 種 のみで あり まし て、任 意予 防接種 であ りま

す男 性へ のＨＰ Ｖワ ク チンに つき まし ては現 時点 で接種 費用 の助

成は考えておりません。

国 にお きまし ては 男 性への ＨＰ Ｖワ クチン の定 期接種 化に 向け



た検 討の 動きが ある と いうふ うに 認識 してお りま すので 、今 後も

国の動向を注視していきたいと考えております。

次 に、 帯状疱 疹ワ ク チンの 接種 助成 につい てで ござい ます が、

現在 本市 で公費 助成 を 行って いる ワク チンは 予防 接種法 で定 めら

れた 定期 予防接 種の み であり まし て、 任意予 防接 種であ りま す帯

状疱 疹ワ クチン につ き まして は本 市独 自に接 種費 用の助 成を 行う

こと は現 時点で は考 え ており ませ んが 、これ を臨 時財源 では なく

て継 続的 な財源 が得 ら れます よう 現在 全国市 長会 を通じ て国 に対

して 定期 予防接 種化 に ついて の要 望を 行って いる ところ でご ざい

ます。

続 きま して、 健診 で 聴力検 査の 実施 や補聴 器購 入助成 、ま た適

正な 補聴 器使用 のサ ポ ート体 制に つい てのお 尋ね でござ いま す。

健診 での 聴力検 査に つ きまし ては 、現 時点で の実 施は考 えて おり

ませ んが 、健診 実施 医 療機関 にお きま して聴 力検 査が可 能か どう

かなどの情報収集を始めたところでございます。

補 聴器 購入助 成に つ きまし ては 、他 の自治 体や 専門職 など に対

しま して 情報収 集を 行 った結 果を 踏ま え、ま ずは 経済的 な支 援に

よる 補聴 器の普 及や 補 聴器に 関す る正 しい知 識の 普及啓 発な ど補

聴器 の適 切な使 用に つ ながる 取組 につ いて優 先的 に取り 組ん でい

く必要があると考えております。

次 に、 とっと りリ ト ルベビ ーハ ンド ブック の周 知・活 用に つい

てで ござ います が、 こ ども総 合相 談窓 口にお いて 低出生 体重 児以

外の 方に 対しま して も これを 紹介 いた しまし て、 希望さ れた 方に

は里帰り出産の方にも配付しているところでございます。

ま た、 赤ちゃ ん訪 問 時など の相 談に おきま して ハンド ブッ クを



活用して保護者に寄り添った支援を行っております。

次 に、 子育て 家庭 へ の支援 の充 実に ついて でご ざいま す。 全て

の子 ども が安心 して 健 やかに 成長 でき ますよ う、 家庭や 地域 、学

校な どで 力を合 わせ て 子ども の成 長を 支える ため の教育 と福 祉の

一体的対応に取り組んでいるところでございます。

今 後、 子ども と保 護 者への 心理 的ケ アなど の個 別支援 を強 化い

たし ます ととも に、 改 正児童 福祉 法に 定めら れた こども 家庭 セン

ター を設 置いた しま し て、全 ての 妊産 婦や子 ども ・子育 て世 代へ

一体的な相談支援体制の充実を図ってまいります。

続 きま して、 ひき こ もり・ 不登 校支 援の現 状と 課題に つい てで

ござ いま す。総 合相 談 支援セ ンタ ーえ しこに にお きまし て相 談対

応や アウ トリー チに よ る伴走 支援 を行 います とと もに、 委託 事業

によ るひ きこも り等 の 居場所 の設 置を してい ると ころで ござ いま

す。

支 援が 必要な 人の 課 題は様 々で あり ますが 、伴 走支援 に時 間を

かけ た丁 寧な働 きか け を行う 必要 があ りまし て、 解決に は相 当時

間を要するということが課題となっております。

次 に、 本市の ヤン グ ケアラ ーな どの 把握及 び支 援策に つい てで

ござ いま す。こ ども 総 合相談 窓口 を主 管とい たし まして 、学 校や

福祉 担当 部署ま たは 児 童相談 所な どの 関係機 関と 連携し なが ら把

握と 支援 に努め てお り ます。 引き 続き 子ども 自身 への支 援を 迅速

に行 いま すとと もに 、 家庭内 に複 合的 な課題 があ る場合 は重 層的

支援 体制 の中で 家庭 全 体の課 題解 決に 向け取 り組 んでま いり ます。

次 に、 公共施 設の ト イレへ サニ タリ ーボッ クス を設置 する こと

につ いて のお尋 ねで ご ざいま す。 現在 市役所 本庁 舎にお きま して、



男性 用ト イレと 、そ れ から多 目的 トイ レ、合 計７ か所に サニ タリ

ーボ ック スを設 置し て おりま して 、利 用は少 ない 状況で はご ざい

ます が、 サニタ リー ボ ックス を必 要と される 方の 安心感 につ なが

っておりますことから設置を継続していくこととしております。

ま た、 公民館 をは じ めとし たそ の他 の公共 施設 におき まし ては

主に 多目 的トイ レに 設 置して いる とこ ろでご ざい ますが 、今 後、

各公 共施 設にお きま し て必要 に応 じて 判断を して まいり たい と思

います。

続 きま して、 とっ と り安心 ファ ミリ ーシッ プ制 度によ り利 用し

やす くな る行政 サー ビ スの内 容に つい てのお 尋ね でござ いま す。

証明 書や カード によ り まして 市営 住宅 への入 居申 請や市 営墓 地の

使用 承継 申請、 また 住 民票の 続柄 を縁 故者と する ことが でき るな

どが ござ いまし て、 今 後も利 用で きる 行政サ ービ スを随 時追 加し

ていくとしております。

啓 発や 周知の 具体 的 な取組 につ いて でござ いま すが、 この 制度

を利 用し ようと する 方 々が不 安な く申 請でき ます よう職 員に 適切

な窓 口対 応など につ い て周知 徹底 をし まして 、共 通認識 を持 って

取り組んでいるところでございます。

市 民に 対しま して は 、ホー ムペ ージ への掲 載の ほか、 研修 会や

講演 会な どでチ ラシ を 配布す るな どの 周知を 行っ ており まし て、

引き 続き 性の多 様性 に ついて の市 民の 理解を 深め るため の啓 発を

進めてまいります。

続 きま して、 女性 や 子ども の生 理の 貧困の 対策 につい ての お尋

ねで ござ います 。生 理 用品を 新た に庁 舎内に 設置 するこ とに つき

まし ては 現時点 では 考 えてお りま せん が、生 理用 品など の購 入が



困難 であ るなど の困 窮 に関す る相 談を 行いや すい 環境づ くり に努

めてまいります。

以 上、 私から の答 弁 は以上 とい たし ます。 よろ しくお 願い いた

します。

○稲田議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長（ 登壇 ） 公明 党議 員団 、徳田 議員 の代表 質問 にお

答えを申し上げます。

ま ず地 域と学 校の 協 働での 防災 訓練 につい てで ござい ます が、

学校 での 避難訓 練は お おむね 年に ３回 実施し てお ります 。内 容と

しま して は、火 災を 想 定した もの 、地 震や津 波を 想定し たも の、

土砂 災害 を想定 した も のなど がご ざい ます。 いず れも授 業中 に行

うこ とが 多いわ けで す が、中 には 予告 なしに 、あ るいは 休憩 時間

に行 うな どあら ゆる 場 面で正 しい 避難 行動を 取れ るよう 工夫 した

取組も行っております。

地 域と 協働で の防 災 訓練と しま して は、淀 江中 学校区 で行 って

おり ます 土砂災 害時 の 引渡訓 練や 福米 中学校 区で 行って おり ます

防災 キャ ンプな どが ご ざいま す。 福米 中学校 区で は、そ の際 に災

害時 の避 難生活 の体 験 も行っ てい ると いうふ うに 聞いて おり ます。

今後 こう した取 組も 防 災訓練 の一 つの 形であ ると いうふ うに 考え

ております。

次 に、 不登校 児童 生 徒や家 庭へ の支 援の現 状と 課題に つい てで

ござ いま すが、 本市 で はここ 数年 スク ールソ ーシ ャルワ ーカ ーを

増員 した り、校 内サ ポ ート教 室の 拡充 や教育 支援 センタ ーぷ らっ

とホ ーム の運営 によ る 多様な 学び の場 を拡充 する など不 登校 の子

どもや家庭への支援の充実を図ってきたところでございます。



そ のよ うな中 、例 え ばスク ール ソー シャル ワー カーが コー ディ

ネー ト役 となり 、福 祉 部局な どの 関係 機関と つな がるこ とで 状況

の改 善が 図られ たケ ー スやぷ らっ とホ ームで の体 験活動 、体 験的

な学 習を 通しま して 多 様な人 、物 、事 に出会 うこ とが自 信に つな

がり、その結果として学校に復帰できたケースがございます。

し かし ながら 、不 登 校の子 ども たち にはさ らに 多様な ニー ズが

生じ てお りまし て、 引 き続き 教育 と福 祉が一 体と なって 子ど もや

保護者を支える体制の充実に努めていきたいと考えております。

次 に、 特別教 室と 室 内運動 場へ のエ アコン 設置 につい ての お尋

ねで ござ います 。エ ア コン未 設置 の特 別教室 や室 内運動 場へ のエ

アコ ンの 設置に つき ま しては 、教 育施 策全体 の中 での優 先度 を総

合的 に勘 案しな がら 事 業化を 判断 して いく必 要が あると いう ふう

に考えております。

ま た、 教室に なじ め ない児 童生 徒が 日中室 内、 校内で 過ご す場

につ きま しては 、適 切 な教育 環境 を整 える必 要が あるも のと いう

ふうに認識をしております。

現 在校 内での 居場 所 づくり とし て設 置を進 めて おりま す校 内サ

ポー ト教 室など の居 場 所につ きま して は、エ アコ ン設置 済み の空

き教 室の 活用で すと か 、スポ ット クー ラーや 小型 エアコ ンの 設置

等を 含め まして 適切 な 教育環 境の 整備 に努め てい きたい と考 えて

おります。

次 に、 通学路 の安 全 点検に つい てで すが、 毎年 登下校 時に 危険

があ ると 認めら れる 箇 所とし て各 小中 学校か ら報 告のあ った もの

につ きま して、 学校 、 道路管 理者 、警 察等の 関係 機関と とも に実

施しているところでございます。



今 後は 、日没 の早 ま る時期 や降 雨・ 降雪時 、地 震等の 発生 時も

念頭 に置 いて報 告す る よう各 学校 に周 知し、 危険 箇所の 把握 や安

全対策の実施に努めていきたいと考えております。

次 に、 中学校 部活 動 の地域 移行 につ いてで ござ います が、 令和

４年 １２ 月の国 のガ イ ドライ ンに おき まして 、当 初の目 的で あっ

た地 域移 行のみ なら ず 、地域 連携 も含 めた部 活動 改革案 が改 めて

示されました。

本 市と しまし ては 、 国の変 更点 を踏 まえ、 まず は子ど もの スポ

ーツ 、文 化芸術 活動 の 機会を 確保 しな がら現 在学 校が多 くを 担っ

てお りま す部活 動を 少 しずつ 地域 全体 で担っ てい く体制 を整 えて

いく方針でございます。

こ れま での取 組と し まして は、 積極 的に部 活動 指導員 を配 置し

て地 域連 携を図 った り 、モデ ル事 業を 通して 成果 と課題 を検 証し

ながら少しずつ環境整備を進めているところでございます。

ま た、 地域、 保護 者 、学校 の代 表者 で構成 され ます米 子市 版部

活動 の在 り方協 議会 に おきま して 、保 護者、 生徒 を対象 とし たア

ンケ ート 、各競 技団 体 や中学 校体 育連 盟との 意見 交換等 で出 た意

見などを題材に協議を行っております。

そ のよ うな中 、今 後 さらに 部活 動指 導員を 拡充 するた めに 本年

２月 に人 材バン クを 立 ち上げ 、広 く人 材を募 って いると ころ でご

ざいます。

最 後に 、コミ ュニ テ ィ・ス クー ルの 課題と 取組 状況に つい てで

ござ いま すが、 現在 ７ つの中 学校 区で 学校運 営協 議会を 設置 して

おり まし て、そ の他 の 中学校 区に おき まして も令 和６年 度設 置に

向けて準備が進んでおります。



コ ミュ ニティ ・ス ク ールに つき まし ては、 例え ば学校 運営 協議

会委 員の ように 中心 と なって 取り 組ん でいた だい ている 方に はそ

の意 義や 、ある いは 内 容を理 解し てい ただい てお るとい うふ うに

認識 をし ており ます が 、引き 続き 多く の市民 の皆 様方に 理解 して

いた だけ るよう 周知 を 図る必 要が ある という ふう に認識 をし てお

ります。

そ の上 で、取 組が 一 層充実 した もの となる よう 、それ ぞれ の地

域に 合っ た支援 をど の ように 行う のか 、こう いっ たこと も今 後の

課題 であ るとい うふ う に認識 をし てお ります 。以 上でご ざい ます。

○稲田議長 徳田議員。

○徳 田議 員 先 ほど は 多岐に わた り、 また様 々御 答弁い ただ きま

して、ありがとうございました。

それでは、再質問に移らせていただきます。

ま ず最 初に、 女性 を はじめ 人権 尊重 の視点 から の防災 対策 につ

いて再質問させていただきます。

２ ０２ ０年５ 月、 災 害対応 力を 強化 する女 性の 視点～ 男女 共同

参画 の視 点から の防 災 ・復興 ガイ ドラ イン～ が自 治体向 けに 作成

され まし た。同 ガイ ド ライン の具 体的 内容と 本市 におけ る活 用事

例についてお聞かせください。

○稲田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 ガ イドラ イン の具 体的な 内容 と活用 事例 につ

いて でご ざいま す。 防 災・復 興ガ イド ライン では 、女性 と男 性が

災害 から 受ける 影響 の 違いな どに 十分 配慮さ れた 女性視 点か らの

災害 対応 が必須 であ る ことを 踏ま えま して、 災害 対応に おけ ます

基本 的な 考え方 のほ か 、平常 時の 備え 、初動 段階 、避難 生活 、復



旧・復興の各段階で取り組むべき事項が示されております。

活 用事 例とし まし て は、備 蓄品 とし て要配 慮者 に必要 とな りま

す物 資、 例えば 生理 用 品であ りま すと か、パ ーテ ィショ ン等 でご

ざい ます 、これ らの 物 資を整 備す る際 の参考 とし てこの ガイ ドラ

インを活用しているところでございます。

○稲田議長 徳田議員。

○徳 田議 員 こ のガ イ ドライ ンの ほう は、先 ほど 御答弁 にあ りま

した よう に備蓄 品と し て要配 慮者 に必 要とな る物 資を整 備す る際

の参 考と して活 用し て いらっ しゃ ると いうこ とで ござい まし た。

引き続きその点よろしくお願いしたいと思います。

次 に、 子ども や女 性 は避難 所や 仮設 住宅な どに おいて 性暴 力に

巻き 込ま れるリ スク も あるこ とか ら、 特に女 性に 対する 暴力 を予

防するための本市の具体的な取組について、お聞かせください。

○稲田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 女 性に対 する 暴力 を予防 する ための 具体 的な

取組 でご ざいま す。 本 市が定 めて おり ます避 難所 運営マ ニュ アル

の中 に避 難所の 状況 に 応じて 女性 用ス ペース や授 乳用ス ペー スな

どを 可能 な限り 設置 す ること であ りま すとか 、防 犯対策 とし て単

独行 動を 避け、 複数 で 行動す ると いっ た注意 喚起 を行う 、ま た定

期的 に複 数人で 巡回 を 行うと いっ たル ールの 設定 などを 盛り 込ん

でお りま す。こ れら の 内容に つき まし ては、 毎年 避難所 運営 要員

に対しまして研修を行っているところでございます。

○稲田議長 徳田議員。

○徳 田議 員 御 答弁 あ りがと うご ざい ました 。分 かりま した 。継

続してしっかりよろしくお願いします。



引 き続 き、女 性の 視 点を生 かし た備 蓄や避 難所 の環境 整備 を強

化していただくことはもちろんでございます。

そ れに 加えま して 、 乳幼児 がい る家 族をは じめ 高齢者 や障 がい

者の 方に 対して も従 来 以上の 配慮 をし ていた だく よう重 ねて 要望

いたします。

続 いて 、災害 時の 多 様な情 報伝 達に ついて 再質 問させ てい ただ

きま す。 大規模 災害 に 対し多 様な 情報 伝達の 手段 を確保 する こと

は、 重要 な備え であ る と感じ ます 。速 やかに 正し い情報 を伝 える

こと で災 害発生 時の 迅 速な避 難行 動へ 向かう こと ができ ると 考え

ます。

今 回の 能登半 島地 震 では、 多く の外 国人の 方が テレビ やラ ジオ

から 津波 という 言葉 は 聞き取 れた けれ ども、 その 津波に 対し て何

をど う行 動した らい い のかが 分か らな かった とい う話を して いま

した。

こ のよ うなこ とが な いよう 、本 市で は災害 情報 の多言 語に よる

伝達についてどのように行っているのか現状を伺います。

○稲田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 災 害情報 の多 言語 伝達の 状況 につい てで ござ

いま す。 現在多 言語 に よる災 害情 報の 伝達は 、本 市ホー ムペ ージ

では ６か 国語で して お ります 。ま た、 鳥取県 が提 供しま すア プリ、

あん しん トリピ ーな び で９か 国語 、観 光庁が 提供 します アプ リ、

セーフティチップスで１４か国語に対応しております。

例 えば 本市の ホー ム ページ の掲 載内 容を６ か国 語と申 しま した

けれ ども 、こち らへ の 変換に 加え まし て、や さし い日本 語に も対

応可 能な 状況に なっ て おりま す。 災害 時にホ ーム ページ に緊 急情



報を 掲示 しまし た際 に も警戒 レベ ル情 報や防 災行 政無線 放送 の内

容等 を選 択した 言語 で 確認す るこ とが できる よう になっ てお りま

す。

○稲田議長 徳田議員。

○徳 田議 員 先 ほど 防 災安全 監か ら答 弁がご ざい ました よう に、

米子 市ホ ームペ ージ ６ か国語 、鳥 取県 、観光 庁と いうこ とで ９か

国語 、１ ４か国 語と い うこと で、 これ 数字だ け見 させて いた だき

ます と大 体のと ころ は カバー でき てる のかな とい う気が する んで

すけ ども 、問題 はそ の ホーム ペー ジに 入れる 環境 にある かど うか

とい うこ とも、 これ 大 事にな って くる と思い ます ので、 その 点の

配慮もまたお願いしたいと思います。

続 いて 、時代 に即 し たデジ タル 技術 を利用 する ことで 災害 発生

時に 人命 を守る ため の 方途が 増え ると 感じて おり ます。 防災 ＤＸ

とし て誰 もが入 手可 能 なエリ ア限 定防 災アプ リな どの導 入を 検討

してはどうかと考えますが、御所見を伺います。

○稲田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 エ リア限 定防 災ア プリ等 の導 入につ いて でご

ざい ます 。防災 アプ リ につき まし ては 、見や すさ や使い やす さが

求め られ ますほ か、 運 営面に おい ての 情報更 新の 作業量 や費 用等

の導 入へ のハー ドル は 非常に 高い と考 えてお りま す。こ のた め新

たに導入するという考えはございません。

な お、 既製の アプ リ であり ます ヤフ ー防災 速報 は広く 普及 して

おり まし て、お よそ 5,０ ０ ０ 万 ダ ウ ン ロ ー ド 以 上 と い う こ と で非

常に 広く 普及を して お りまし て、 エリ アを限 定し ました 防災 情報

を配 信可 能とな って お ります 。設 定に よりま して ３市町 村ま での



地震 情報 や豪雨 、土 砂 災害に 関す る情 報、気 象情 報など の通 知を

受け 取る ことが 可能 で あるな ど防 災情 報の入 手に 適した もの であ

ると 考え ており ます の で、広 く活 用し ていた だく ために 本市 が発

行し てま す「よ なご わたし の避 難ノ ート」 でも 紹介を させ てい

ただいているところでございます。

○稲田議長 徳田議員。

○徳 田議 員 防 災ア プ リにつ いて は、 費用、 いろ んなハ ード ルが

高いから導入はないということでございました。

で ある ならば 、や は り先ほ ど御 答弁 にもご ざい ました けど も、

ヤフ ー防 災速報 、こ れ を周知 徹底 して いただ くこ とがよ り現 実的

な対 応に なるん じゃ な いかと 思い ます ので、 引き 続き取 組の ほう

よろしくお願いしたいと思います。

地 震や 台風な どの 災 害発生 時に おけ る地方 公共 団体の 業務 をト

ータ ル的 に支援 でき る 被災者 支援 シス テムを 全国 の地方 公共 団体

に無 償で 公開、 提供 さ れてい ます 。こ れまで この システ ム導 入に

つい ては 公明党 の議 員 として 提案 して きまし たが 、鳥取 県で 統一

され た支 援シス テム を 使って いる ので 導入は 考え ていな いと の答

弁でした。

し かし 、今回 の能 登 半島地 震に 見ら れるよ うな 大規模 災害 であ

れば ある ほど罹 災証 明 書等の 被災 者支 援は全 国で 一元さ れた シス

テム を活 用する ほう が 様々な 情報 管理 や罹災 証明 書の発 行ま での

時間 を大 幅に短 縮す る などの メリ ット がある ので はない かと 感じ

ます 。防 災ＤＸ の推 進 として 地方 公共 団体情 報シ ステム 機構 の被

災者支援システムの導入について本市の考えを伺います。

○稲田議長 松本防災安全監。



○松 本防 災安全 監 被 災者支 援シ ステ ムの導 入に ついて でご ざい

ます 。被 災者支 援シ ス テムに つき まし ては、 被災 者台帳 の作 成や

各種 証明 書の発 行な ど 被災者 に関 する 業務を 効率 化する ため のシ

ステ ムで ござい ます 。 現在災 害時 の総 合支援 など を想定 いた しま

して 、鳥 取県内 １９ 市 町村が 共同 で導 入を目 指し ておる とこ ろで

ございます。

○稲田議長 徳田議員。

○徳 田議 員 御 答弁 に あると おり 、鳥 取県内 １９ 市町村 が共 同で

の導 入を 目指し てい る という こと でご ざいま す。 まずは 一歩 前進

というふうに捉えさせていただきます。

続 いて 、交通 弱者 へ の支援 策に つい て再質 問さ せてい ただ きま

す。 交通 弱者の 新た な 交通手 段と して 、グリ ーン スロー モビ リテ

ィー の導 入を行 う自 治 体も出 てき てい るとい うの が現状 でご ざい

ます。

そ こで 本市が 描く 交 通弱者 のた めの 将来の 地域 交通は 、具 体的

にどういうものかについて伺います。

○稲田議長 八幡総合政策部長。

○八 幡総 合政策 部長 本市の 交通 弱者 の支援 策に ついて のお 尋ね

でご ざい ますが 、先 ほ どの市 長の 答弁 で全国 の事 例の調 査研 究等

を行 って いると いう 答 弁でご ざい まし て、実 際に そうい う取 組を

現在 して いると ころ で ござい ます が、 一部の エリ アにお きま して

は地 域の ボラン ティ ア による 共助 交通 の取組 とい うのが 行わ れま

して 、そ れに対 して は 本市と して も支 援をさ せて いただ いて いる

ところでございます。

ま た、 このた び福 祉 有償運 送の 制度 、これ が見 直され まし た。



この 活用 につい ては 、 今後検 討し てい きたい と考 えてい ると ころ

でご ざい ます。 引き 続 き交通 弱者 に対 する具 体的 な支援 策に つい

て検討してまいりたいというふうに考えております。

な お、 先ほど 議員 か らお話 があ りま した低 速で 走行す るグ リー

ンス ロー モビリ ティ ー につき まし ては 、これ は他 の自動 車等 の走

行に 影響 がある こと な どから 導入 に当 たりま して は慎重 な検 討が

必要 であ ると、 そう い うふう に現 時点 では考 えて いると ころ でご

ざいます。

○稲田議長 徳田議員。

○徳 田議 員 交 通弱 者 の方の ドア ・ツ ー・ド アの ニーズ が高 まっ

てい るこ と、そ の考 え 方や認 識は 当局 の皆様 と一 とする とこ ろで

あります。

そ れを 踏まえ まし て 、クリ アし なけ ればな らな い課題 は多 くあ

るわ けで ござい ます 。 中長期 的な 視点 に立っ てい ただき 、多 面的

にア プロ ーチを して い ただく 。そ の一 方で、 具体 的な支 援策 はで

きる限り前倒しで取り組んでいただくようお願いします。

続 いて 、下水 道事 業 をはじ めと する 生活排 水対 策につ いて 伺い

ます 。先 頃、該 当地 区 には合 併処 理浄 化槽を 主体 とした 生活 排水

対策 への 移行の 説明 が ござい まし た。 説明会 では 、どの よう な市

民の意見、要望があったのか、お聞かせください。

○稲田議長 遠藤下水道部長。

○遠 藤下 水道部 長 住 民説明 会に 参加 されま した 方々の 意見 とい

たし まし ては、 公共 下 水道使 用者 と合 併処理 浄化 槽使用 者と の公

平性 に関 するも のが 多 くござ いま した 。具体 的に は新築 家屋 の浄

化槽 設置 費用や 宅内 配 管工事 費へ の補 助、ま た浄 化槽設 置後 の維



持管 理費 用など 浄化 槽 への切 替え や維 持管理 に関 する補 助の 拡充

を求める声を多くいただいたところでございます。

○稲田議長 徳田議員。

○徳 田議 員 そ うし ま すと、 その 出さ れまし た意 見、要 望に 対し

て市 とし ては具 体的 に 今後ど のよ うに 対応し てい くのか 伺い ます。

○稲田議長 遠藤下水道部長。

○遠 藤下 水道部 長 今 後の対 応方 針に ついて でご ざいま すが 、現

在行 って おりま す合 併 処理浄 化槽 への 切替え に対 します 補助 につ

きま して は、令 和９ 年 度以降 も継 続し て行う こと を念頭 に現 在作

業を 進め ており まし て 、必要 に応 じま して国 に要 望を行 いな がら、

その 他の 補助も 含め て 補助制 度の 拡充 の検討 を進 めてい くこ とと

しております。

ま た、 引き続 き住 民 の皆様 への 分か りやす い説 明と意 見、 要望

等の 把握 に努め ます と ともに 、合 併処 理浄化 槽を 主体と した 生活

排水 対策 への移 行に 伴 います 課題 につ いて、 その 解決に 向け た取

組を しっ かりと 検討 し 、可能 なも のか ら順次 実施 してま いり たい

と、このように考えております。

○稲田議長 徳田議員。

○徳 田議 員 ぜ ひと も よろし くお 願い します 。や はり公 共下 水道

使用 者と の公平 性を い かにし て担 保す るかと いう ことが 重要 じゃ

ない かと いうふ うに 思 います 。そ の観 点に加 えま して、 快適 で安

心・ 安全 な生活 が維 持 できる よう 補助 金を年 間１ ００基 まで とい

う現在の上限を設けることがないよう改めて要望いたします。

続 いて 、総合 相談 支 援セン ター えし こにに つい て伺い ます 。総

合相 談支 援セン ター え しこに は、 今後 、中学 校区 をベー スに 相談



支援 活動 を展開 する 。 また、 地域 共生 の仕組 みづ くりは 公民 館を

拠点としていくと理解いたしました。

そ こで 総合相 談支 援 体制を 地域 共生 のまち づく りの中 で充 実さ

せる 鍵の 一つと なる の が地域 連携 会議 だと思 いま す。地 域連 携会

議がどのようなものか、具体的に伺います。

○稲田議長 八幡総合政策部長。

○八 幡総 合政策 部長 地域連 携会 議に ついて のお 尋ねで ござ いま

すが 、こ の会議 は自 治 会とか 公民 館活 動を支 援す る地域 活動 支援

員、 これ は私ど もの 総 合政策 部に 配置 をして いる 職員で ござ いま

す、 それ と地域 福祉 活 動を推 進す る職 員、こ れは 社会福 祉協 議会

の職 員で ござい まし て 、その 職員 を中 心にし て地 域の様 々な 課題

を解 決す るため に地 区 におけ る既 存の 取組と か、 地区ご との 会議

体を 活用 して公 民館 や 、それ こそ 総合 相談支 援セ ンター えし こに

と連 携し ながら そう い う課題 解決 に向 けた取 組を 進める もの でご

ざいます。

○稲田議長 徳田議員。

○徳 田議 員 １ １の 中 学校区 をベ ース に取り 組む 総合相 談支 援チ

ーム とい うのは 、次 年 度は３ つの チー ムに、 令和 ７年度 は５ つの

チー ム編 成で中 学校 区 ごとの 総合 相談 支援を 展開 する人 材の 配置

も含めた計画が示されているところであります。

一 方の 公民館 を拠 点 とした 地域 づく りの地 域活 動支援 員の 現状

と次 年度 以降の 地域 活 動支援 員の 拡充 、また 総合 相談支 援体 制の

中で地域活動支援員に期待する役割について伺います。

○稲田議長 八幡総合政策部長。

○八 幡総 合政策 部長 まず地 域活 動支 援の現 状等 につい ての お尋



ねで ござ います が、 地 域活動 支援 員は 現在ブ ロッ ク担当 ５名 、そ

して 子育 て支援 担当 の １名、 合計 ６名 体制で 、主 に先ほ ど申 し上

げま した 公民館 を拠 点 に様々 な地 域の 活動を 支援 してい ると ころ

でございます。

次 年度 以降の 地域 活 動支援 員の 拡充 につき まし ては、 今後 の状

況を 見な がらこ れは 検 討して まい りた いと、 そう いうふ うに 考え

ているところでございます。

次 に、 総合相 談支 援 体制の 中で 地域 活動支 援員 に期待 する 役割

と、 そう いうお 尋ね で ござい ます が、 この地 域活 動支援 員の 役割

につ きま しては 、総 合 相談支 援体 制の 中で地 域の 支え合 い機 能強

化の 役割 を担う 、こ れ は先ほ どの 地域 福祉活 動支 援員、 それ と一

体と なっ て地域 にお け る課題 の共 有で すとか 、解 決につ なが る、

そういう支援を行うことを期待しているところでございます。

○稲田議長 徳田議員。

○徳 田議 員 分 かり ま した。 地域 連携 会議と いう 新しい 会を 設け

るの では なく、 地域 の 様々な 取組 を活 用して いく 仕組み のこ とだ

と理解いたしました。

地 域と 課題共 有し な がら現 場を 走り 続けて いら っしゃ る地 域包

括支 援セ ンター や社 会 福祉協 議会 の積 み上げ られ てきた 取組 が生

かさ れる ように 総合 相 談支援 セン ター の今後 の議 論と公 民館 を拠

点とした地域共生のまちづくりの推進を期待いたします。

続 いて 、認知 症施 策 につい て再 質問 させて いた だきま す。 認知

症施 策に ついて は、 認 知症基 本法 で示 されて いる ８つの 基本 的施

策を 十分 に議論 し、 具 体的な 計画 の下 で取り 組む ことが 必要 では

ないでしょうか。



そ こで 基本的 施策 の ８つ目 の予 防に 関わる 取組 の推進 につ いて

本市の取組を伺います。

○稲田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 基本的 施策 のう ちの予 防に 関わる 取組 につ

いて のお 尋ねで ござ い ますが 、本 市に おきま して は高齢 期に おけ

る筋 力低 下や低 栄養 の 予防に 加え 、口 腔機能 の向 上や社 会参 加の

要素 を取 り入れ たフ レ イル予 防の 取組 に力を 入れ ており まし て、

こう した 予防実 践が 認 知症の 予防 につ ながる もの と考え てお りま

す。

○稲田議長 徳田議員。

○徳 田議 員 フ レイ ル 予防の 取組 は、 身体的 にも 社会参 加の 面で

も認 知症 予防の 実践 の 一つだ と、 そう いう認 識は 私も共 有し てい

るところでございます。

で は、 鳥取県 と日 本 財団共 同プ ロジ ェクト で開 発され まし たと

っと り方 式認知 症予 防 プログ ラム を取 り入れ る地 方自治 体や 病院、

民間 団体 が全国 で増 え ている そう です が、県 内、 米子市 内の この

プロ グラ ムの取 組状 況 と本市 とし ての 早期発 見・ 早期予 防活 動の

取組について伺います。

○稲田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 県内及 び本 市の とっと り方 式認知 症予 防プ

ログ ラム の取組 状況 と 認知症 の早 期発 見・早 期予 防の取 組に つい

ての お尋 ねでご ざい ま すが、 とっ とり 方式認 知症 予防プ ログ ラム

は県 内で 三朝町 と伯 耆 町が取 り組 んで おられ ると 伺って おり ます。

米 子市 は、こ れま で 当該プ ログ ラム に基づ く運 動ＤＶ Ｄを 活用

した 経緯 もござ いま す が、現 在は 本市 等で考 案い たしま した ネギ



トレのＤＶＤを活用しているところでございます。

ま た、 鳥取県 の取 組 といた しま して 体験型 プロ グラム を試 行的

に実 施を されて おり ま して、 令和 ６年 度は本 市の 春日地 区及 び淀

江地区の老人クラブで実施予定でございます。

認 知症 の早期 発見 に つきま して は、 早めに 御相 談して いた だく

とい うこ とが大 切と 考 えてお りま して 、地域 包括 支援セ ンタ ーや

物忘 れ相 談薬局 など の 相談窓 口と も連 携を図 りな がら、 予防 のア

ドバ イス や必要 に応 じ てかか りつ け医 や専門 医療 機関へ の御 紹介

等を行っているところでございます。

○稲田議長 徳田議員。

○徳 田議 員 昨 年で ご ざいま すが 、病 気の進 行そ のもの を抑 制す

る疾 患修 飾薬が 日本 で も承認 され たと ころで ござ います 。新 薬の

対象 は、 認知症 に至 る 前の軽 度認 知障 がい、 ＭＣ Ｉの人 や軽 度の

アル ツハ イマー 型認 知 症の人 との こと で、早 くス クリー ニン グし、

治療につなげる取組が期待されています。

ま た、 一方で 、通 院 、治療 に要 する 時間や お金 等の事 情に より

対象 者の 多くは 、ま だ まだ新 薬の 投与 に至ら ない だろう とも 言わ

れて いま す。だ から こ そ早く スク リー ニング し、 予防活 動に 取り

組み、認知機能を改善させる取組が重要になります。

と っと り方式 予防 プ ログラ ムは 、認 知機能 や運 動機能 の解 析、

結果 のエ ビデン スは 既 にある わけ でご ざいま すの で、本 市も 認知

症と の共 生の視 点に 加 え、認 知症 の早 期発見 ・早 期の予 防活 動に

つい て議 論され 、鳥 取 県と連 携し なが ら予防 プロ グラム を推 進さ

れるよう強く求めておきます。

続 いて 、聴覚 検査 と 補聴器 の購 入補 助につ いて 再質問 させ てい



ただ きま す。補 聴器 使 用によ る聞 こえ の改善 で家 族や友 人と の楽

しい 会話 、地域 活動 へ の参加 など 快適 な日常 生活 や社会 参加 を応

援す る必 要性を 考え る と、補 聴器 の適 切な使 用、 補聴器 につ いて

の正 しい 知識の 普及 を 何より も優 先的 に取り 組み したい と言 われ

た先ほどの答弁は理解できないところでございます。

社 会参 加や認 知症 予 防の視 点で の補 聴器活 用の 有用性 につ いて

どのようにお考えなのか、お聞かせください。

○稲田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 社会参 加や 認知 症予防 の視 点での 補聴 器活

用の 有用 性につ いて の お尋ね でご ざい ますが 、補 聴器を 活用 する

こと で聞 こえに くさ が 軽減さ れ、 コミ ュニケ ーシ ョンを 図る 機会

が増 加し たり、 様々 な コミュ ニテ ィへ の参加 がし やすく なる など

社会参加の促進につながるものと認識をしております。

○稲田議長 徳田議員。

○徳 田議 員 分 かり ま した。 先ほ ど市 長から は、 健診等 での 聴力

検査 の取 組につ いて 健 診実施 機関 に問 合せを 始め ていた だい てい

ると の御 答弁で ござ い ました 。聞 こえ の検査 がで きる機 関に は聴

力検 査機 器が必 要で ご ざいま す。 購入 補助制 度を 検討す るた めに

は鳥 取県 の指定 医師 が いる医 療機 関や 認定補 聴器 技能者 のい る補

聴器 販売 店への 聞き 取 りも必 要に なる と思い ます が、こ れに つき

まし てど のよう なと こ ろに聞 き取 り、 問合せ をさ れてい るの か伺

います。

○稲田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 健診等 での 聴力 検査の 実施 につい ての 聞き

取り 状況 でござ いま す が、健 診と 聴力 検査を 同時 に実施 する こと



がで きる かどう かに つ きまし て内 科の 医療機 関を 中心に 聞き 取り

を行っているところでございます。

ま た、 補聴器 の有 用 性や使 用方 法等 につき まし ては、 本市 と事

業の 関わ りのあ る言 語 聴覚士 等に も御 意見を 伺っ ている とこ ろで

ございます。

○稲田議長 徳田議員。

○徳 田議 員 補 聴器 の 正しい 理解 や正 しい装 着は 、購入 補助 制度

の一 環と して、 その 中 に取り 組め るこ とでは ない でしょ うか 。ま

ずは 社会 参加に 補聴 器 が必要 な方 があ るとの 認識 を持っ てい ただ

きた いと 思いま す。 補 聴器を 使用 した いけれ ども 、高く て購 入を

ため らう 方の後 押し に なるよ うな 制度 構築の ため の情報 収集 を強

く要望いたします。

最 後に 、意見 、要 望 を申し 上げ まし た。コ ロナ 禍や物 価高 、少

子高 齢な ど日本 はか つ てない 課題 に直 面し、 生活 や生き 方も 多様

化し てお ります 。変 わ り行く 地域 社会 で安心 と活 力を見 いだ すた

めに は、 身近な 困り 事 を聞き 届け 、政 策実現 で応 える、 そん な温

かく て頼 りがい のあ る 政治が 必要 です 。これ から も党の 強み 、ネ

ット ワー ク力、 チー ム ワーク 力を 生か し、よ りよ い米子 、誰 もが

安心 して 暮らせ る米 子 を目指 し全 力で 取り組 んで まいり ます と申

し上げ、質問を終わります。

こ の後 、同僚 の議 員 から関 連質 問を させて いた だきま すの で、

よろしくお願いいたします。


